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はじめに

本書は、「ハードウェア安定稼働支援サービス」（以降、「本サービス」という）をはじめて利用するユーザの方の
ために、本サービスを利用するための前提条件、事前準備、操作手順などについて説明しています。ご不明な
点がある場合は、安定稼働支援センタ窓口までご連絡ください。

※お問い合わせは、下記個人情報の取り扱いについてご同意の上ご連絡ください。
 ご同意いただけない場合、お問い合わせを受けることができません。

本書は、以下の方を対象としています。
・「ハードウェア安定稼働支援サービス」をご契約頂いた方
・「HA8000V当日保守サービス[Standard]」をご契約し、ハードウェア安定稼働支援サービスの利用(装置納入後

1年間)をお申し込み頂いた方

本書は、Acrobat、またはAcrobat Readerで開いてください。
他ツールを使用すると、文字化けや添付ファイルが開けない場合があります。

■個人情報取り扱いについて
https://www.hitachi.co.jp/products/it/ha8000v/privacy/privacy_h.html

■お問い合わせ先
＜安定稼働支援センタ＞ E-Mail: anteikadou-madoguchi@itg.hitachi.co.jp

なお、本書は、本サービスの開発・改変に伴い、内容が変更される場合があります。あらかじめご了承ください。

注意事項
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用語の定義（1/2）
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本書で使用する略語・用語の定義は以下のとおりです。
項番 用語 説明

1 安定稼働支援センタ 本サービスで提供するお客様専用窓口

2 安定稼働支援サービスWebページ 本サービスで提供するお客様専用ホームページ

3 構成情報ログツール 本サービスで提供する対象装置からログを取得するためのツール

4 RHEL Red Hat Enterprise Linux

5 SPH Service Pack for HA8000V 

6 AMS Agentless Management Service

7 HDD Hard Disk Drive

8 SSD Solid State Drive

9 NVMe Non-Volatile Memory Express

10 MCTP Management Component Transport Protocol

11 iLO integrated Lights-Out

12 AHCI Advanced Host Controller Interface

13 HTML HyperText Markup Language



© Hitachi, Ltd. 2025. All rights reserved.

用語の定義（2/2）
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項番 用語 説明
14 CVE Common Vulnerabilities and Exposures

15 CVSS Common Vulnerability Scoring System

16 GPU Graphics Processing Unit

17 LTO Linear Tape Open

18 UPS Uninterruptible Power Supply

19 NMC Network Management Card

20 SSC Simple Server Console
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◆システム装置編

サービス体系
本書ご利用にあたって

１．本サービス 前提条件及び事前準備
   1.1 前提条件
   1.2 事前準備
２．安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法

 2.1 安定稼働支援サービスWebページログイン方法
2.2 安定稼働支援サービスWebページログインパスワード変更方法

３．安定稼働支援サービスWebページ 操作方法
 3.1 構成情報管理
3.2 構成情報参照

 3.3 情報フィルタリング
 3.4 情報フィルタリング(チェックマーク機能)
 3.5 情報フィルタリング(判定機能)

   3.6 Systemファームウェア更新作業/ドライバパック提供
４．更新情報の公開について
５．制限事項
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◆システム装置編

付録
付録1  安定稼働支援サービスWebページで確認できるファームウェア/ドライバ/ユーティリティとOS組合せ一覧表
付録2   登録装置一覧画面の表示内容について
付録3  ファームウェア更新作業対象ファームウェア/ドライバ一覧表
付録4 SSCを使用した構成情報ログ取得について
付録5   構成情報画面の表示内容について
付録6   HA8000Vダウンロードサイト アクセス方法について
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サービス体系 (1/2)
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本サービスは、表1のサービスメニューから構成されます。

各サービスメニューの詳細についてはサービス仕様書をご参照ください。
ハードウェア安定稼働支援サービスをご契約の方 ：各サービスのサービス仕様書
HA8000V当日保守サービス[Standard]をご契約の方： HA8000V当日保守サービス[Standard]の

サービス仕様書

項番 サービス品名(形名) 前提サービス品名(形名) 提供サービス サービスの概要

１

ハードウェア安定稼働支援
(基本)サービス

[構成情報管理/情報フィルタリング
(システム装置)]

(SH-E9H0-8N0AKS06)

-

構成情報管理
対象装置の現在のバージョンと日立が推奨するファームウェア及び
ドライバ情報を確認できる安定稼働支援サービスWebページを
提供します。

２ 情報
フィルタリング

「HA8000Vシリーズの重要なお知らせ」にて公開する
“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”のうち、
お客様の対象装置に該当する、または関係するお知らせを抽出す
る安定稼働支援サービスWebページを提供します。
また、お知らせの抽出に併せてチェック状況を確認するための
チェックボックス及び、抽出したお知らせ情報を纏めたファイルを
サイトからダウンロードできるエクスポート機能も提供します。

3

HA8000V当日保守サービス
[Standard]

(SH-E9H2-9xBxxxxxx)/
(SH-E9H2-9xCxxxxxx)

-

構成情報管理
対象装置の現在のバージョンと日立が推奨するファームウェア及び
ドライバ情報を確認できる安定稼働支援サービスWebページを
提供します。（利用期限：装置納入日から1年間）

4 情報
フィルタリング

「HA8000Vシリーズの重要なお知らせ」にて公開する
“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”のうち、
お客様の対象装置に該当する、または関係するお知らせを抽出す
る安定稼働支援サービスWebページを提供します。
また、お知らせの抽出に併せてチェック状況を確認するための
チェックボックス及び、抽出したお知らせ情報を纏めたファイルを
サイトからダウンロードできるエクスポート機能も提供します。
（利用期限：装置納入日から1年間）

表1 サービス体系(1/2)
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サービス体系 (2/2)
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項番 サービス品名(形名) 前提サービス品名(形名) 提供サービス サービスの概要

5 ハードウェア安定稼働支援
(オプション)サービス

[System ファームウェア更新作業/
ドライバパック提供(システム装置)]

(SH-E9H0-8N0AKS07)

ハードウェア安定稼働支援
(基本)サービス

[構成情報管理/情報フィルタリング
(システム装置)]

(SH-E9H0-8N0AKS06)
または

HA8000V当日保守サービス
[Standard]

システム装置
ファームウェア
更新作業

弊社サービス保守員がお客様先にお伺いし以下を実施します。
・当社推奨のファームウェアバージョンへの更新作業代行
対象のファームウェアについては、付録3-表16を参照ください。

6 ドライバパック
提供

ドライバ更新を行うためのドライバパック提供します。
ドライバ更新はお客様自身にて実施ください。
対象のドライバについては、付録3-表17を参照ください。

表1 サービス体系(2/2)

※ HA8000V当日保守サービス[Standard]をご契約の方で、ファームウェア更新をご希望の場合は、別途以下サービスのご契約が必要です。
ご不明な点等ございましたら、安定稼働支援センタ窓口までお問い合わせください。
・ハードウェア安定稼働支援(オプション)サービス[System ファームウェア更新作業/ドライバパック提供(システム装置)](SH-E9H0-8N0AKS07)
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本書では目的別に構成を分けておりますので、
お知りになりたい情報を直接ご参照いただくことが可能です。

・本サービスの
前提条件及び事前準備(ユーザ登録)について知りたい 「1章」へ

・PCサーバ(HA8000V)安定稼働支援サービスWebページの
ログイン方法を知りたい 「2章」へ

・装置サポートサービスの
 情報発信方法を知りたい 「4章」へ

・PCサーバ(HA8000V) ハードウェア安定稼働支援サービスの
操作方法を知りたい 「3章」へ

9

・本サービスの
 制限事項を知りたい 「5章」へ

本書ご利用にあたって (1/2)
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本書では目的別に構成を分けておりますので、
お知りになりたい情報を直接ご参照いただくことが可能です。

・安定稼働支援サービスWebページで確認できる
 ファームウェア/ドライバ/ユーティリティとOSの組合せを知りたい

10

「付録2」へ・登録装置一覧画面の
 表示内容を知りたい

「付録1」へ

「付録3」へ・ファームウェア更新作業/ドライバパック提供の
 対象ファームウェア/ドライバを知りたい

「付録4」へ・一括ログ採取に必要な
 SSC(Simple Server Console)を使いたい

本書ご利用にあたって (2/2)

「付録5」へ・ボタン操作で変わる構成情報画面の
 表示内容を知りたい

「付録6」へ・HA8000Vのダウンロードサイトの
 アクセス方法が知りたい
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1. 本サービス前提条件及び事前準備

1.1 前提条件
1.2 事前準備

1.1 前提条件
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本サービスを利用するための前提条件を示します。

 ①本サービスのサポート対象装置については、サービス仕様書をご参照ください。
 
 ②本サービスの対象となる装置のMCTP検出が有効になっていること。

 ③本サービスの対象となる装置には表2に示す各項目について記載バージョン以降をインストールしてください。

1.1 前提条件（1/4）
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世代/項目 iLO AMS
Windows RHEL VMware

Gen10, Gen10 Plus iLO5 2.44以降 2.41.0.0以降 2.4.1以降 11.7.1以降
Gen11 iLO6 1.30以降 3.30.0.0以降 3.3.0以降 11.3.0以降

表2 前提バージョン

※AMSがインストールされていない、もしくは起動完了していない場合、構成情報画面、情報フィルタリングは下記条件でご利用いただくこととなります。

・構成情報ログにOS情報が含まれません。
           ・構成情報管理画面上でOS種別を指定することで、「バージョン情報/重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ」

を表示させることができます。
・構成情報画面で、ドライバ情報、ユーティリティ情報の現在バージョンは表示されません。
・ドライバ/ユーティリティは、現在バージョンで情報をフィルタできないため、関連する“重要なお知らせ/セキュリティ情報/
アドバイザリ“はファームウェアに紐づく情報すべてを表示します。
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④本サービスのサポートOSを表3に示します。

1.1 前提条件（2/4）
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表3 サポートOS
OS種別 バージョン Gen10/Gen10Plus Gen11

Windows

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Standard 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Datacenter 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Standard 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Datacenter 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Standard 〇 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Datacenter 〇 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2022 Standard 〇 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2022 Datacenter 〇 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2025 Standard 〇 〇
Microsoft(R) Windows Server(R) 2025 Datacenter 〇 〇

RHEL

Red Hat Enterprise Linux Server 7.8 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 7.9 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.2 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.3 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.4 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.5 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.6 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.7 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.8 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 8.9 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 9.1 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 9.2 〇 〇
Red Hat Enterprise Linux Server 9.3 〇 〇
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④本サービスのサポートOSを表3に示します。

1.1 前提条件（2/4）
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表3 サポートOS
OS種別 バージョン Gen10/Gen10Plus Gen11

VMware

VMware ESXi 6.5 Update 1 〇
VMware ESXi 6.5 Update 2 〇
VMware ESXi 6.5 Update 3 〇
VMware ESXi 6.7 GA 〇
VMware ESXi 6.7 Update 1 〇
VMware ESXi 6.7 Update 2 〇
VMware ESXi 6.7 Update 3 〇
VMware ESXi 7.0 GA 〇
VMware ESXi 7.0 Update 1 〇
VMware ESXi 7.0 Update 2 〇
VMware ESXi 7.0 Update 3 〇 〇
VMware ESXi 8.0 GA 〇 〇
VMware ESXi 8.0 Update 1 〇 〇
VMware ESXi 8.0 Update 2 〇 〇
VMware ESXi 8.0 Update 3 〇 〇
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1.1 前提条件（3/4）
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⑤構成情報ログツールの適用可能バージョンを表4に示します。

項番 ツール名 バージョン(※)
1 構成情報ログツール 1.0.0以降

表4 構成情報ログツール適用可能バージョン

項番 項目 バージョン(※)
1 SSC Simple Server Console 1.3.0以降

表5 SSC (Simple Server Console)適用可能バージョン

⑥ SSC(Simple Server Console)の適用可能バージョンを表5に示します。

※ツールは最新版をご利用いただくようにお願いします。
 なお、ツールバージョンの最新版及び来歴は、本ツールダウンロードサイトの「ユーティリティの更新手順」からご確認ください。
(ダウンロードサイトへのアクセス方法は付録6をご参照ください)。

※ツールは最新版をご利用いただくようにお願いします。
 なお、ツールバージョンの最新版及び来歴は、本ツールダウンロードサイトの「ユーティリティの更新手順」からご確認ください。
(ダウンロードサイトへのアクセス方法は付録6をご参照ください)。
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1.1 前提条件（4/4）
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項番 項目 要件
1 CPU 32bit/64bit 1.0GHz 以上
2 メモリ 1GB 以上 (32bit OS)

2GB 以上 (64bit OS)
3 ディスプレイ 解像度 1024 x 768 以上（推奨）
4 OS Windows 10 (32bit/64bit)

Windows 11 (64bit)
5 ブラウザ Microsoft Edge

表6 クライアント端末 機器要件

⑦本サービスで提供する安定稼働支援サービスWebページにアクセスするためのクライアント端末の機器要件を
 表6に示します。
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1.2 事前準備

1.1 前提条件
1.2 事前準備

1. 本サービス前提条件及び事前準備
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1.2 事前準備（1/5）
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本サービスご利用のためには、お客様情報の登録が必要になります。
ハードウェア安定稼働支援サービスのWebページログイン画面より、“お客さま登録がお済みでない方はこちら”をクリックす
ると「お客様情報の登録（初めてご利用いただくお客さま）」に遷移します。(ログイン方法は2章をご参照ください。)

ご契約済みのサービスに応じて、お客さま情報の登録を実施していただきます。
サービス名を選択し、お客さま情報登録フォームへ進んでください。

ご契約いただいているサービス名を選択し、
お客様登録フォームに進んでください。
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1.2 事前準備（2/5）
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お客様登録フォームの入力は、正管理者の方で実施していただきます。「個人情報保護に関して」の確認及び
副管理者の方への「個人情報保護に関して」の同意を確認後、登録フォームへ進んでください。
正副2名分の登録をお願いします。2名分の登録がされていない場合、登録が完了しません。

②正管理者および副管理者の方から「個人情報保護に関して」の
同意を確認後チェックしてください。

①「個人情報保護に関して」をクリック後
個人情報の取り扱いに関して確認してください。

③正管理者および副管理者への
「個人情報保護に関して」の同意確認後、
お客様登録フォームへ進む」をクリックしてください。
お客様登録フォームに遷移します。
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1.2 事前準備（3/5）
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お客様登録フォームに製品情報/お客様情報を入力します。
お客様登録フォーム完了後、3営業日以内に安定稼働支援センタより登録完了通知及び
ログインＩＤ・初期パスワードをご連絡します。
※初期パスワードが確認できましたら、速やかに変更していただくようお願い致します。
 変更方法は、2章をご参照ください。

製品情報を入力してください。
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1.2 事前準備（4/5）
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お客様情報を入力してください。

お客様情報を入力してください。
なお、HA8000Vパートナー保守モデルをご購入のお客様は次ページを参照してください。
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1.2 事前準備（5/5）
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HA8000Vパートナー保守モデルをご購入のお客様の場合は、ご購入会社情報とお客様情報を入力してください。

ご購入会社情報を入力してください。

お客様情報を入力してください。



© Hitachi, Ltd. 2025. All rights reserved. 23

2. 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法
2.2 安定稼働支援サービスWebページ ログインパスワード変更方法
2.3 安定稼働支援サービスWebページ ログアウト方法

2.1 安定稼働支援サービスWeb
ページ ログイン方法
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日立アドバンスドサーバHA8000Vシリーズのページにアクセスします。
安定稼働支援サービスWebページの提供時間は、24時間週7日です。
ただし、システムメンテナンスのため以下時間帯でシステム停止をする場合があります。
【システム停止時間帯】 日曜日の午前９時から翌月曜日午前９時まで
※緊急の場合は上記時間帯以外で停止させる場合があります。
①日立アドバンスドサーバHA8000Vシリーズのページにアクセスし、
   画面右側の「ハードウェア安定稼働支援サービス ログイン」をクリックします。
< URL: https://www.hitachi.co.jp/products/it/ha8000v/index.html >

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法（1/4）

24

①クリック

https://www.hitachi.co.jp/products/it/ha8000v/index.html
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②安定稼働支援サービス ログイン画面にて「ログインID」と「パスワード」を入力し、「認証コード送信」をクリックすると、
ログインID(ご登録いただいたメールアドレス)に認証コードが届きます。

※初回ログイン時のユーザ登録方法は、1.2章 事前準備をご確認ください。

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法（2/4）

25

クリック

登録済の「ログインID」と「パスワード」を入力してください。
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③ポップアップの「OK」をクリックすると認証コード入力欄が表示されます。
認証コードを入力し、「ログイン」をクリックしてログインしてください。

   認証コードはログインID(ご登録いただいたメールアドレス)に届くメールにてご確認ください。
※ドメインは「@sv-mnt.hitachivantara.com」となります。
ドメイン設定をされているお客様はドメインの受信設定をお願いします。

<注意>
「認証コード」の有効時間は、受信後５分間です。
受信してから5分以内に「認証コード」のご入力が完了しない場合、受信した「認証コード」は無効となります。
再度ログイン操作を行っていただくことで、新しい「認証コード」が送信されます。
前画面に戻ったり、ログイン画面を閉じてしまうと、「認証コード」は無効となります。

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法（3/4）

26

ログインID(ご登録いただいたメールアドレス)に届いた
「認証コード」を入力してください。

クリック
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<注意>
安定稼働支援サービスWebページのセッション時間は20分になります。
Webページを操作せずに20分以上放置し再度操作をおこなった場合、「ログアウトしました。」のメッセージを
表示します。継続してWebページを利用される場合は、再度ログインをおこないサービスをご利用ください。

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法（4/4）

27
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2.2 安定稼働支援サービスWebページ 
ログインパスワード変更方法

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法
2.2 安定稼働支援サービスWebページ ログインパスワード変更方法
2.3 安定稼働支援サービスWebページ ログアウト方法

2. 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法
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2.2 安定稼働支援サービスWebページ ログインパスワード変更方法

29

③クリック

②現在のパスワードと新しいパスワード
を入力してください。

①クリック

<パスワード変更>
パスワードは「安定稼働支援サービス」へのログイン後お客様で変更できます。
画面右上の「パスワード変更」をクリックして変更をお願いします。
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2.2 安定稼働支援サービスWebページ 
ログインパスワード変更方法

2.1 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法
2.2 安定稼働支援サービスWebページ ログインパスワード変更方法
2.3 安定稼働支援サービスWebページ ログアウト方法

2. 安定稼働支援サービスWebページ ログイン方法
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2.2 安定稼働支援サービスWebページ ログアウト方法

31

①クリック

<ログアウト>
画面上部ログアウトボタンをクリックします。
画面上に「ログアウトしました。」と表示されたらログアウト完了です。
Webページを利用される場合は、再度ログインをおこないサービスをご利用ください。

クリック
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.1 構成情報管理
3.1.1 構成情報ログツールダウンロード
3.1.2 構成情報ログツール利用方法について
3.1.3 構成情報ログファイルアップロード

3. 安定稼働支援サービスWebページ
操作方法
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操作の流れ

33

お客様の
HA8000V装置

お客様 安定稼働支援サービス
Webページ

安定稼働支援
センタ

ログイン

構成情報ログツール
ダウンロード

構成情報ログ
ツールの実行

取得した構成情報ログファイルの
アップロード

構成情報を
参照する

ファームウェア・ドライバを
更新するか※1

3.1.1章または付録6をご参照ください

3.1.2章をご参照ください

構成情報ログファイルをアップロードする場合
→3.1.3章をご参照ください

3.6章をご参照ください
ファームウェアの更新を依頼はい

いいえ

構成情報を一覧で参照する場合
→3.2.1章をご参照ください

構成情報ログファイルを取得

情報を確認

確認した情報を整理する
→3.3章をご参照ください

2章をご参照ください

構成情報の参照を定期的に実施し、
ファームウェアやドライバの更新情報を確認します
（※の位置からの手順になります）

※

※1:ファームウェア・ドライバの更新は、形名「SH-E9H0-8N0AKS07」
の契約が必要になります。詳細はサービス体系をご参照ください。

SSCを使用して構成情報ログファイルを取得する場合
→付録4をご参照ください。
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3.1 構成情報管理

3.1 構成情報管理
3.1.1 構成情報ログツールダウンロード
3.1.2 構成情報ログツール利用方法について
3.1.3 構成情報ログファイルアップロード

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法
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3.1.1 構成情報ログツールダウンロード（1/3）

35

本サービスで提供する構成情報ログツールのダウンロード手順を示します。
①「ツールをダウンロード」をクリックします。

クリック
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3.1.1 構成情報ログツールダウンロード（2/3）

36

②ダウンロードサイト(ドライバ/ファームウェア/ユーティリティ)でダウンロードファイルの詳細をご確認ください。
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3.1.1 構成情報ログツールダウンロード（3/3）

37

③「輸出管理に関するお願い」及び「ご使用条件」をお読みいただき、同意いただける場合にダウンロードをお願いします。

「同意する」をクリックするとツールが
ダウンロードできます。
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3.1.2 構成情報ログツール利用方法
について

3.1 構成情報管理
3.1.1 構成情報ログツールダウンロード
3.1.2 構成情報ログツール利用方法について
3.1.3 構成情報ログファイルアップロード

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法
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3.1.2 構成情報ログツール利用方法について

39

構成情報ログツールの利用方法を以下に示します。
※ツールは常に最新版を使用するようお願いします。
※ツールバージョンは、ZIPファイル(GHWIxxx.zip)内のlogフォルダ内のversionファイルで確認します。

（xxx：構成情報ログツールバージョンによって異なる名称が入ります）

①構成情報ログツールのZIPファイルを対象装置のネットワーク上の管理PCに展開します。
※構成情報ログツールがサポートするOSはWindows10、Windows11、Windows Server2016、

Windows Server2019、Windows Server2022、Windows Server2025です。

②コマンドプロンプトを開き①で展開したフォルダ直下にあるバッチファイル(ghwi.bat)を以下の引数を付けて実行します。
※対象装置のOSとAgentless Management Service(AMS)が起動完了した状態で実行してください。
AMS起動完了前に実行した場合、OS情報が取得できないため「前提条件③」に記載している制限が生じます。

ghwi.bat <情報を取得するiLOのIPアドレス> <ユーザ名> <パスワード>

ユーザ名とパスワードは、iLOに登録されているアカウントでユーザの権限(User Privileges)に「ログイン(Login)」が
付与されている必要があります。
ポート番号をデフォルトの443以外に設定している場合は、<情報を取得するiLOのIPアドレス>の”/”に続けて
ポート番号を指定してください。
(例: 192.168.1.1/5000 )

③正常に終了すると①で展開したディレクトリ直下に以下の構成情報ログファイルが生成されます。
ghwi_xxxxx_yyyy_YYYYMMDDHHMMSS.hwi

（xxxx:IPアドレス/yyyy:製造番号/YYYYMMDDHHMMSS:タイムスタンプ）
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード

3.1 構成情報管理
3.1.1 構成情報ログツールダウンロード
3.1.2 構成情報ログツール利用方法について
3.1.3 構成情報ログファイルアップロード

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（1/10）

41

構成情報ログファイルのアップロード方法は以下の2通りがありますので、目的に合わせて使い分け下さい。

・1台分の構成情報ログファイルをアップロードする場合
「アップロード」ボタンをクリック後、対象装置の構成情報ログファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。

・複数の構成情報ログファイルを一括でアップロードする場合
「アップロード」ボタンをクリック後、ZIP形式に圧縮した対象装置の構成情報ログファイルを選択し、
「アップロード」をクリックします。

クリック
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（2/10）

42

1台分の構成情報ログファイルをアップロードする手順を以下に示します。

①構成情報ログファイルアップロードメニューの「アップロード」をクリックします。

①クリック

②構成情報ログファイルのアップロードメニューが開くので、「ファイルを選択」をクリックします。ファイル選択の画面で、
 取得した構成情報ログファイルを選択します。

②クリック

ファイル選択の画面が開く
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（3/10）

43

③アップロードする構成情報ログファイルが選択されたことを確認した後に、「アップロード」をクリックします。

<注意>
・アップロード結果の反映には、通常、数秒～数十秒で完了しますが、
システムの負荷状況によっては時間がかかる場合があります。

④アップロードを確認するポップアップが表示されるので、「OK」をクリックします。
 クリック後、ログの内容が反映されるまで待ちます。

③クリック

<注意>
・アップロードできる構成情報ログファイルのサイズ
上限は3MBまでとなっています。

④クリック
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（4/10）

44

⑤内容の反映が完了すると、以下のポップアップが出るので「OK」をクリックします。

⑥構成情報ログファイルのアップロード画面になるので、「戻る」をクリックします。

⑥クリック

⑤クリック
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（5/10）

45

⑦登録装置一覧メニューの「登録装置一覧」をクリックします。

⑧本サービスに登録しているお客様装置の一覧が表示されます。
製造番号(S/N)からアップロードした構成情報ログファイルの装置を特定し、ログ取得日時とステータスから、
アップロードが完了していることを確認します。

ログ取得日時と、ステータスが「ログアップロード済み」であることを確認する。装置一覧の中から構成情報ログファイルを
アップロードした装置を製造番号から特定する。

<注意>
・ステータスが「実行待ち」の場合、完了しても自動反映されません。「一覧を再読み込み」をクリックし、情報を更新してください。

⑦クリック
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（6/10）

46

構成情報ログファイルを一括アップロードする手順を以下に示します。

①構成情報ログファイルを用意します。下記は3台分のログファイルを用意した例です。
<注意>
・「構成情報ログツール」で作成した構成情報ログファイルの
ファイル名は変更しないでください。

・一度にアップロードできる構成情報ログファイル数の
上限は100個です。

②一括でアップロードする構成情報ファイルを選択し、右クリックメニューから「送る」を選択し、
「圧縮(zip形式)フォルダー」をクリックします。

②クリック
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（7/10）

47

③選択したファイルが格納されたzipファイルが生成されます。このときのファイル名は任意で構いません。 
生成されたzipファイルをダブルクリックし、選択したファイルが格納されていることを確認します。

zipファイルをダブルクリック

④クリック

④構成情報ログファイルアップロードメニューの「アップロード」をクリックします。

選択したファイルが格納されていることを確認する。
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（8/10）

48

⑤構成情報ログファイルのアップロードメニューが開くので、「ファイルを選択」をクリックします。
 ファイル選択の画面で、生成したzipファイルを選択します。

⑤クリック

⑥アップロードする構成情報ログファイルが選択されたことを確認した後に、「アップロード」をクリックします。

⑥クリック

<注意>
・アップロードできるzip形式ファイルのサイズ上限は10MBです。

生成したzipファイルを選択する。
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（9/10）

49

⑦アップロードを確認するポップアップが表示されるので、「OK」をクリックします。
 その後、アップロードしたことを示すメッセージが表示されるので、「OK」をクリックし、画面を閉じます。

⑧構成情報ログファイルのアップロード画面が表示されるので、「戻る」をクリックします。

⑧クリック

⑦クリック

⑦クリック

<注意>
・zipに不正ファイルが含まれている場合、不正ファイルはアップロード
されず破棄されます。アップロード結果は必ず確認してください。

・アップロードしたzipファイルに含まれていても、一覧に表示されない
ものがある場合、ログファイルの内容が不正な可能性があります。
再度アップロードする。または、ログを再取得/再アップロードを実施
してください。
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3.1.3 構成情報ログファイルアップロード（10/10）

50

⑨登録装置一覧メニューの「登録装置一覧」をクリックします。

⑩本サービスに登録しているお客様装置の一覧が表示されます。
製造番号(S/N)からアップロードした構成情報ログファイルの装置を特定し、ログ取得日時とステータスから、
アップロードが完了していることを確認します。

ログ取得日時と、ステータスが「ログアップロード済み」であることを確認する。装置一覧の中から構成情報ログファイルを
アップロードした装置を製造番号から特定する。

<注意>
・数十台の構成情報ログファイルを一括アップロードした場合、すべての装置に情報が反映されるまでに時間がかかる場合があります。

構成情報ログファイルの反映状況は登録装置一覧画面の「ログ取得日時」にてご確認ください。
・ステータスが「実行待ち」の場合、完了しても自動反映されません。「一覧を再読み込み」をクリックし、情報を更新してください。

⑨クリック
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3.2 構成情報参照

3.2 構成情報参照
3.2.1 登録装置一覧
3.2.2 ファイルエクスポート(構成情報)
3.2.3 ファイルエクスポート(アドバイザリ情報)
3.2.4 ファイルエクスポート(セキュリティ(脆弱性))

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法
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構成情報を一覧形式で確認する手順を以下に示します。

◆構成情報を一覧形式で参照
 安定稼働支援サービス画面で「登録装置一覧」をクリックします。

3.2.1 登録装置一覧（1/8）

52

クリック
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3.2.1 登録装置一覧（2/8）

53

登録している装置情報を一覧形式で確認できます。

・構成情報を確認
画面を横にスクロールすることで、登録している各装置の装置情報を確認できます。

（付録2 登録装置一覧画面の表示内容についてに詳細を記載していますのでご参照ください。）

「一覧を再読み込み」をクリックすると、一覧を最新の状態に更新することできます。
「戻る」をクリックすると、安定稼働支援サービス画面に遷移します

<一覧の表示内容>

装置情報：システム名/製品種別/日立形名/製造番号(S/N)/
ログ登録日時/ログ取得日時/OS/ステータス/ファーム
ウェア更新区分/アドバイザリ判定日時/アドバイザリ判定
実行指示日時/アドバイザリ判定実行ステータス/重要な

             お知らせ(件)/セキュリティ情報(件)/アドバイザリ(件)/備考

クリック

<注意>

・一覧再読み込みは、操作対象とする装置の台数に応じて、
操作完了までにかかる処理時間が増加します。

・一覧再読み込みに必要な処理時間の目安は、
装置1台当たり数分程度です。クリック
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3.2.1 登録装置一覧（3/8）

54

・詳細情報を確認
対象装置の構成情報の詳細を確認することができます。

対象装置の構成情報の「詳細」をクリックすることで、1台分の構成情報を詳細に確認することができます。
（1台分の構成情報画面で内容を更新した場合は、「一覧を再読み込み」をクリックして最新の情報に更新してください。）

クリック
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<注意>
HA8000VではOSインストール後にSPHを実行することを推奨しており、
本サービスはSPHが実行されていることを前提としております。
前提条件を満たしていない場合、推奨バージョンが表示されない場合があります。

過去に1度もSPHを実行していない装置は、本サービスの利用前に
SPHを実行してください。(その際は最新SPHの実行を推奨します。)
（詳細は各装置の「重要事項及び読み替えガイド」をご参照ください。）
http://itdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/ha8000v.html#main

「詳細」をクリックすると、対象装置の装置情報及びバージョン情報が確認できます。
（安定稼働支援サービスWebページで確認できるファームウェア/ドライバ/ユーティリティとOS組合せについては、

付録1 安定稼働支援サービスWebページで確認できるファームウェア/ドライバ/ユーティリティとOS組合せ一覧表を
ご参照ください。)

 ただし、アップロードした構成情報ログファイルのOS情報の有無により表示結果が異なります。
OS情報が含まれる場合と含まれない場合の表示を示します。

①構成情報ログファイルにOS情報が含まれる場合
日立形名/製造番号/ログ取得日時/ステータス/最終更新日時及び対象装置のバージョン情報を表示します。

<バージョン情報>
出荷時バージョン：出荷時に取得したファームウェア/ドライバ/ユーティリティバージョンを表示します。

 出荷時に構成情報ログを取得していない装置に対しては「-」を表示します。
   また、出荷時バージョンは2023/6/1以降に受注した装置が表示対象です。
 ※2023/5/31以前の受注でも納期次第では対象になるケースがあります。

現在バージョン：現在(構成情報ログツールで取得した時点)のファームウェア/ドライバ/
ユーティリティバージョンを表示します。

推奨バージョン：日立推奨の最新のファームウェア/ドライバ/ユーティリティバージョンを表示します。

推奨バージョンよりも、現在お使いのバージョンが古い場合は、
   現在バージョンが朱色で表示されます。

※AHCI構成の場合、画面上にSDD/HDDの項目は表示されません。
※画面上にGPUドライバの項目は表示されません。

対象装置情報/ステータス/最終更新日時を表示します。

「判定」をクリックすると
推奨バージョンが
最新の情報に更新されます。

http://itdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/ha8000v.html#main
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<補足事項>
表示されるバージョン情報について以下に示します。
エージングサービスが含まれる装置をご購入されているお客様はファームウェアの出荷時バージョンが表示されます。
ドライバの出荷時バージョンが表示は、エージングサービスが含まれる装置であること、また、表7に示したサービスのいずれかを
ご購入されていることが前提です。

# 項目 作業内容

1 Windowsカスタム設定サービス コンピュータ名、名前/組織名、Cドライブ容量設定
2 Windowsカスタム拡張サービス No1＋IPアドレス設定、システムディスクパーティション作成
3 Windowsインストール作業代行サービス Windows Server®インストール
4 Linuxインストール作業代行サービス Red Hat Enterprise Linuxインストール
5 VMwareインストール作業代行サービス VMware ESXiインストール

表7 ドライバの出荷時バージョン表示される前提サービス
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②構成情報ログファイルにOS情報が含まれない場合
対象装置でAMSを起動していない場合、OS情報は取得できず、OS情報は表示されません。
OS欄で提供するプルダウンからご自身でOS情報を選択し「判定」をクリックして情報を更新することで、
対象装置の情報を表示できますが、ファームウェア情報のみの表示となります。
OSを含めた対象装置の情報をご確認いただくには、AMSを起動し、再度構成情報ログファイルの取得・

  アップロードをお願いします。
以下はファームウェア情報のみを確認したい場合の手順になります。

OS情報は表示されませんので、プルダウンから対象OSを選択します。

プルダウンからサポートしているOS情報が選択できます。

AMSの再起動方法を以下に示します。

＜Windows＞
①AMSを再起動するには、以下を実施します。
Windowsの[サービス]を開きます。
「Agentless Management Service」を右クリックし、「再起動」をクリックします。

②AMSの起動を確認するには、以下を実施します。
Windowsの[サービス]を開きます。
「状態」が「実行中」であることを確認します。

＜RHEL＞
①AMSを再起動するには、以下のコマンドを入力します。
# systemctl restart amsd smad

②AMSの起動を確認するには、以下のコマンドを入力します。
# systemctl status amsd smad

＜VMware＞
①AMSを再起動するには、以下のコマンドを入力します。
[ESXi7.0 Update3以降 / ESXi8.0]
#esxcli daemon control restart -s amsd

[ESXi7.0GA / ESXi7.0 Update1 / ESXi7.0 Update2]
#/etc/init.d/amsd restart

[ESXi6.x]
#/etc/init.d/ams.sh restart

②AMSが動作していることを確認するには、コマンドを入力します。
[ESXi7.0 / ESXi8.0]
#/etc/init.d/amsd status

[ESXi6.x]
#/etc/init.d/ams.sh status
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対象OSを選択後、「判定」をクリックすると対象装置の構成情報を表示します。

AMSが動作していない環境で採取した構成情報ログには、ドライバ・ユーティリティ
情報がありません。そのためファームウェア情報から類推したドライバ・ユーティリティ
を表示します。推奨バージョンは、選択したOSに対応する推奨バージョン
が表示されます。現在バージョンは“採取できませんでした”を表示します。

ドライバの重要なお知らせ/セキュリティ/アドバイザリは、現在バージョンを取得できない
ため、該当ドライバに関連する全ての情報を表示します。
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<補足事項>
詳細画面から一覧画面への遷移について以下に示します。

詳細画面は別タブで開きますのでブラウザの閉じるボタンより一覧画面に遷移します
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3.2.4 ファイルエクスポート(複数台一
覧)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.2 構成情報参照
3.2.1 登録装置一覧
3.2.2 ファイルエクスポート(構成情報)
3.2.3 ファイルエクスポート(アドバイザリ情報)
3.2.4 ファイルエクスポート(セキュリティ(脆弱性))
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登録装置一覧画面に表示している対象装置の構成情報を出力することができます。

◆バージョン情報のエクスポート
「CSVエクスポート」-｢構成情報｣をクリックすることで、構成情報の一覧をCSVファイルとしてエクスポートすることができます。

クリック

CSVファイル(SystemConfigVersionList.csv)エクスポート例
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3.2.4 ファイルエクスポート(複数台一
覧)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.2 構成情報参照
3.2.1 登録装置一覧
3.2.2 ファイルエクスポート(構成情報)
3.2.3 ファイルエクスポート(アドバイザリ情報)
3.2.4 ファイルエクスポート(セキュリティ(脆弱性))
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登録装置一覧画面に表示している対象装置のアドバイザリ情報を出力することができます。

◆アドバイザリ情報のエクスポート
「CSVエクスポート」-｢アドバイザリ情報｣をクリックすることで、アドバイザリ情報の一覧をCSVファイルとしてエクスポートする

ことができます。

クリック

CSVファイル(SystemConfigAdvisoryList.csv)エクスポート例
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3.2.4 ファイルエクスポート(複数台一
覧)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.2 構成情報参照
3.2.1 登録装置一覧
3.2.2 ファイルエクスポート(構成情報)
3.2.3 ファイルエクスポート(アドバイザリ情報)
3.2.4 ファイルエクスポート(セキュリティ(脆弱性))
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クリック

セキュリティ(脆弱性)に関するファイル(CVE/CVSS)を出力することができます。

◆セキュリティ(脆弱性)のエクスポート
「CVE/CVSS情報ファイル｣をクリックすることで、セキュリティ(脆弱性)に関するファイル(CVE/CVSS)をCSVファイルとして

エクスポートすることができます。
セキュリティファイルはすべての構成に該当する情報を掲載します。ファイルにはセキュリティ情報の文書番号、タイトル、
CVE番号(脆弱性の一元的なID) 、CVSS(脆弱性の深刻度点数)、確認日を掲載します。
セキュリティファイルは毎月第3営業日以内に更新してWEBで提供します。

Excelファイル(cve_cvss.xlsx)エクスポート例
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3.3 情報フィルタリング(装置単体)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.3 情報フィルタリング
3.3.1 情報フィルタリング
3.3.2 ファイルエクスポート
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<チェックボックス>

確認した”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ” に対して
チェックを付けられます。

構成情報画面で対象装置に該当する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”が表示されます。
対象情報のチェック欄にチェックを入れることができます。チェックを付けるとチェックした日が自動で表示されます。
”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ” は、お使いいただいている装置のバージョンアップを行い、再度構成
情報ログファイルをアップロードすることで表示されなくなりますが、該当装置の設定変更による”重要なお知らせ/セキュリティ
情報/アドバイザリ”情報は、チェック状況を保持して表示します。
また、”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”は“すべて/確認済/未確認”に絞っての表示、各項目の
見出しに対して昇順/降順のソートを切り替えて表示できます。

<見出し>

各お知らせの見出し(文書番号、タイトル、公開日、チェック、チェック日)を
クリックすることで、クリックした項目に対して昇順/降順のソートを切り替えることが
できます。

<フィルタ>

フィルタ機能を使用することで、”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”
に対して、“すべて/確認済/未確認”をフィルタして表示できます。
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・フィルタ適用

<すべて>

対象装置の”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”をすべて表示します。

<確認済>

対象装置の”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”で確認済の情報を
表示します。
※バージョン情報に依存する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”
は対象装置のバージョンアップ後、構成情報ログファイルを再度取得し、
アップロードすることで表示しなくなります。
装置の設定変更での対策になる”重要なお知らせ/セキュリティ情報/
アドバイザリ” は構成情報ログファイルを再度アップロードしても表示し続けます。

<未確認>

対象装置の”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”で未確認の
情報を表示します。
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 ”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”が更新され、再度掲載される場合に公開日とチェック日を比較し、
公開日の方が日付が新しい場合に、公開日を朱色にして再表示します。
朱色の”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に関しては、チェックボックスにチェックが入った状態で表示
されますので、必ずフィルタを“すべて”もしくは“確認済”の状態で対象の情報が無いかをご確認ください。
※デフォルトではフィルタは“すべて”で表示されます。
※「チェック」をクリックすると、チェック・チェック日の表示が消え、朱色の表示から通常の表示になります。

<重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ再掲載>

“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”が更新されております。
内容を再度ご確認ください。

・”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”更新時
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3.3.4 ファイルエクスポート(装置単体)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.3 情報フィルタリング
3.3.1 情報フィルタリング
3.3.2 ファイルエクスポート
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ZIPファイルのダウンロードリンクの作成及び作成した日時を
表示します。
ファイル名は以下で表示されます。
ファイル名：XXXX_YYYYMMDDHHMMSS.zip

XXXXは装置製番、 YYYYMMDDHHMMSSはタイムスタンプ

①”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”ファイル
1.ファイル作成方法

「ファイル作成」をクリックするとお客様構成に該当する“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ“を記載した
ZIPファイルが生成されます。

お客様の構成情報に該当する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”を1つのファイルとして纏めたZIPファイル
及び、すべての構成を対象にしたお客様共通のセキュリティ(脆弱性)に関するExcelファイルを構成情報画面上で

 提供します。

<ファイル作成>

対象装置の構成に該当する
”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”を纏めた
ファイルを作成します。
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<注意>
“重要なお知らせ/アドバイザリ“情報を記載したZIPファイルをダウンロードした際、下記エラーメッセージが表示される場合
があります。
エラーメッセージが表示された場合は、詳細画面タブを閉じて再度登録装置一覧画面から対象装置を選択しZIPファイ
ルをダウンロードしてください。

2.ファイルダウンロード方法
「装置製番_年月日.zip」をクリックすると“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ“を記載したZIPファイルが

ダウンロードできます

<ファイルダウンロード>
ZIPファイルのダウンロードリンクをクリックすると
ファイルがダウンロードできます
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2.提供ファイル
ファイル作成を行ったhtmlファイルには、構成情報ログファイルをアップロードしたサーバの構成情報とフィルタリング結果の
情報が記載されます。本ファイルにより“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に対するサーバ構成の対象箇所を 
確認できます。また、本ファイルはhtmlファイルの他、Excelファイルに読み込ませてExcelの表として取り扱うこともできます。
ファイル名は以下で表示されます。
ファイル名:XXXX_YYYYMMDDHHMMSS.html (XXXX=装置製番、YYYYMMDDHHMMSS=タイムスタンプ)

※画像は縮尺の関係上、加工しております。
（拡大される機能はございません。）

安定稼働支援サービスWebページ上の
チェックの有無、チェック日を表示します。
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※画像は縮尺の関係上、加工しております。
（拡大される機能はございません。）

対象の“重要なお知らせ/アドバイザリ“情報と、
サーバの構成情報を同一ファイルに表示します。
構成に該当する“重要なお知らせ/アドバイザリ“に
「●」を表示します。
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②セキュリティ(脆弱性)ファイル
 セキュリティ(脆弱性)に関するファイル(CVE/CVSS) を構成情報画面上で提供します。セキュリティファイルはすべての
 構成に該当する情報を掲載します。ファイルにはセキュリティ情報の文書番号、タイトル、CVE番号(脆弱性の一元的なID)、
CVSS(脆弱性の深刻度点数)、確認日を掲載します。

 セキュリティファイルは毎月第3営業日以内に更新して提供します。

<CVE/CVSS情報>

セキュリティファイル(CVE/CVSS)を安定稼働支援サービスWebページ上から
提供します。セキュリティファイルには、「文書番号」「タイトル」「CVE」「CVSS」
「確認日」を掲載します。

<セキュリティファイル>

安定稼働支援サービスWebページ上で表示するセキュリティ情報の
文書番号を本Excel上で検索することで、対象情報の深刻度を確認
できます。
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3.4 情報フィルタリング(チェックマーク
機能)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.4 情報フィルタリング(チェックマーク機能)
3.4.1 チェックマーク機能
3.4.3 チェックマーク機能(複数台)
3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)
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構成情報に該当する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に対して、確認済・未確認のチェックが付けられるチェック
マーク機能を提供します。
該当する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に対してチェックを反映する方法は2通りあります。

・構成情報画面にて、”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に対してチェックを入力する。
・登録装置一覧画面にて、”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”に対してチェックをファイルで入力する。

登録装置一覧画面でチェックをファイルで入力する場合↓

クリック

構成情報画面でチェックを入力する場合↓

クリック
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3.4.3 チェックマーク機能(複数台)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.4 情報フィルタリング(チェックマーク機能)
3.4.1 チェックマーク機能
3.4.3 チェックマーク機能(構成情報)
3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)
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3.4.3 チェックマーク機能(構成情報)
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◆構成情報画面でチェックを入力する方法

対象装置のアドバイザリ情報のチェック欄にチェックを入れることができます。
チェック後、更新されるとポップアップが表示されますので、「OK」をクリックします。
更新が完了すると、チェックボックスにチェックが入り、チェック日にチェックした日付が表示されます。

クリック①

クリック②

<チェック>

対策が完了した”重要なお知らせ/セキュリティ情報/
アドバイザリ”情報に対してチェックをします。

<チェック日>

対策が完了した”重要なお知らせ/セキュリティ情報
/アドバイザリ”情報に対して対策した日付が表示されます。

クリック③
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.4 情報フィルタリング(チェックマーク機能)
3.4.1 チェックマーク機能
3.4.3 チェックマーク機能(構成情報)
3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)（1/5）
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インポートするCSVファイルは、「CSVエクスポート」をクリックしてエクスポートしたファイルではなく、
CSVファイルの作成が必要です。下記フォーマットを使用して作成してください。CSVファイルの作成方法は以下に示します。

・CSVファイル作成
以下のフォーマットで作成します。
チェックを適用する場合は、＜日立形名＞、＜製造番号＞、＜文書番号＞、＜チェック日付＞の順で入力します。
※チェックを適用する場合のチェック日付は「yyyy/mm/dd」形式とします。
チェックを解除する場合は、＜日立形名＞、＜製造番号＞、＜文書番号＞の順で入力します。
※チェックを解除する場合は、チェック日付を入力しないでください。

◆登録装置一覧画面でチェックをファイルで適用/解除する方法

チェック対象の文書番号を記載したCSVファイルをインポートすることで、対象の重要なお知らせ/セキュリティ情報/
アドバイザリにチェックを入れることができます。入力したチェック情報は保存されます。

日立形名 製造番号（Ｓ／Ｎ） 文書番号 日付
TQFC31-879075-B21 xxxxxxxxxx ADV-2022-0001 2022/12/08

日立形名 製造番号（Ｓ／Ｎ） 文書番号 不要
TQFC31-879075-B21 xxxxxxxxxx ADV-2022-0001 不要

＜注意＞
チェックを解除時に＜チェック日付＞欄の入力が残っている場合、
以下のメッセージが表示され、CSVファイルの
読み込みが正しく行われません。

ー 出力メッセージ ー
「不正なCSVファイルです。内容を確認してください。」

表8 CSVファイル入力情報(チェック適用時)

表9 CSVファイル入力情報(チェック解除時)

チェック適用時の
CSVファイルフォーマット

チェック解除時の
CSVファイルフォーマット


日立形名,製造番号（Ｓ／Ｎ）,文書番号,日付
TQFC31-879075-B21,XXXXXXXXXX,ADV-yyyy-xxxx,yyyy/mm/dd
TQFC31-879075-B22,XXXXXXXXXX,ADV-yyyy-xxxx,yyyy/mm/dd
TQAA31-879080-B21,YYYYYYYYYY,ADV-yyyy-xxxx,yyyy/mm/dd
TQAA31-879080-B21,YYYYYYYYYY,ADV-yyyy-xxxx,yyyy/mm/dd
,,,
,,,


チェック適用_From
ImportForm_ChkOn.csv


日立形名,製造番号（Ｓ／Ｎ）,文書番号
TQFC31-879075-B21,XXXXXXXXXX,ADV-yyyy-xxxx
TQFC31-879075-B22,YYYYYYYYYY,ADV-yyyy-xxxx
TQAA31-879080-B21,ZZZZZZZZZZ,ADV-yyyy-xxxx
TQAA33-P26827-B21,AAAAAAAAAA,ADV-yyyy-xxxx
TQFC32-879076-B21,BBBBBBBBBB,ADV-yyyy-xxxx
TQFD52-P21292-B21,CCCCCCCCCC,ADV-yyyy-xxxx


チェック解除_From
ImportForm_ChkOff.csv
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)（2/5）
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CSVファイル入力例：対象装置2台に対して、それぞれ2つのアドバイザリにチェックを適用する場合

CSVファイル入力例：対象装置2台に対して、それぞれ2つのアドバイザリにチェックを解除する場合

＜注意＞

＜チェック日付＞欄の入力が残っている場合、
以下のメッセージが表示され、CSVファイルの
読み込みが正しく行われません。

ー 出力メッセージ ー
「不正なCSVファイルです。内容を確認してください。」
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)（3/5）
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・<重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ>のインポート
①「CSVインポート」をクリックして、作成したCSVファイルをインポートします。

③クリック

<動作選択>
アドバイザリ適用：
チェックを入れる場合は、

プルダウンから「アドバイザリ適用」を選択します。
アドバイザリ解除：
チェックを外す場合は、

プルダウンから「アドバイザリ解除」を選択します。

 ②アドバイザリ情報CSVインポート画面で「動作選択」から動作を選択します。
 ③「ファイルの選択」をクリックして、インポートするファイルを選択し、「インポート」をクリックします。

③インポートするCSVファイルを選択します。

①クリック

②動作を選択します。
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)（4/5）
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④「インポート」を選択するとポップアップが表示されますので、「OK」をクリックします。

⑤アドバイザリ情報CSVインポート画面に戻りますので、「戻る」をクリックします。

④クリック

⑤クリック

【注意事項】
“Server Error (500)”のエラーメッセージが表示されたときは、形式が不正な日付を指定していないか
見直しをお願いします。
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3.4.4 チェックマーク機能(ファイル入力)（5/5）
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⑥構成情報画面でインポートしたファイルの内容が反映されていることが確認できます。
  「アドバイザリ適用」を選択した場合は、ファイルに記載した文書番号にチェックが入った状態でチェック日付が表示されます。
  「アドバイザリ解除」を選択した場合は、ファイルで記載した文書番号のチェックが外れた状態でチェック日付がない状態で
表示されます。

<チェック>

インポートしたファイルに記載した文書番号にチェックが入った状態で表示されます。

<チェック日>

インポートしたファイルに記載したチェック日付が表示されます。

<チェック>

インポートしたファイルに記載した文書番号のチェックが外れた状態で表示されます。

◆「アドバイザリ適用」を選択した場合

◆「アドバイザリ解除」を選択した場合

<チェック日>

インポートしたファイルに記載した文書番号のチェック日付は表示しません。
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.5 情報フィルタリング(判定機能)
3.5.1 判定機能
3.5.2 判定機能(装置情報)
3.5.3 判定機能(複数台)
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3.5.1 判定機能
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対象装置に該当する最新の”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”を抽出する判定機能を提供します。

判定の方法を示します。

・1台分のバージョン判定
構成情報画面で「判定」をクリック後、抽出結果を表示します。

・複数台のバージョン判定
確認したい装置を選択(チェックボックスにチェック)後、 「操作」-「判定」をクリックすることで、対象装置を一括で
判定します

1台分のバージョン判定↓ 複数台のバージョン判定↓

クリック

クリック
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.5 情報フィルタリング(判定機能)
3.5.1 判定機能
3.5.2 判定機能(単体)
3.5.3 判定機能(複数台)
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3.5.2 判定機能(単体)（1/2）
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3.5.1章と同様の手順を行うと、構成情報画面のバージョン情報の下方に、
構成情報に該当する”重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”を掲載します。

<重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ>
 対象装置に該当するまたは関連するお知らせのみをフィルタして表示します。
※バージョンに依存しないお知らせについてはフィルタ機能の対象外です。
※日立にてサポートしていないファームウェア/ドライバを適用している場合、
 フィルタ機能は動作しません。
※「HA8000Vシリーズの重要なお知らせ」にて公開した”重要なお知らせ
/セキュリティ情報/アドバイザリ” 及びHA8000Vのダウンロードサイトに公開した
ファームウェア/ドライバ/ユーティリティ情報が安定稼働支援サービスWebページに
反映するまで公開日から起算し2～3週間ほどかかります。

 安定稼働支援サービスWebページに反映済みの公開情報の範囲は、
 下記のように記載している日付けから確認できます。

また、反映までに時間を要する場合は、以下のメッセージにてお知らせします。
反映時期に関するお問合せは、安定稼働支援センタまでご連絡ください。

※ご契約いただいているサポートサービスにて重要なお知らせ/セキュリティ情報/
 アドバイザリの公開/更新情報を配信しておりますので、あわせてご活用ください。
 https://www.hitachi-support.com/index.html

https://www.hitachi-support.com/index.html
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「判定」をクリックすることで、最新の「バージョン情報/重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ」に
更新することができます。

3.5.2 判定機能(単体)（2/2）
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<判定>

「判定」をクリックすると、確認画面が表示されますので
「OK」をクリックします。

<情報更新>

「判定」のクリック後、Web上に表示される「バージョン情報/
重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ」が最新
の情報に更新されます。
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.5 情報フィルタリング(判定機能)
3.5.1 判定機能
3.5.2 判定機能(単体)
3.5.3 判定機能(複数台)
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3.5.3 判定機能(複数台)（1/2）
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<チェックボックス>

操作の対象となる装置を選択します。

クリック

・アドバイザリ情報を判定
対象装置に該当するアドバイザリ情報を一覧で表示することができます。

対象装置のアドバイザリ情報の先頭にあるチェックボックスにチェックを入れます。
「判定」をクリックすることで、対象装置の「バージョン情報/重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ」を
更新することができます。
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3.5.3 判定機能(複数台)（2/2）
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判定が完了すると、 「アドバイザリ判定日」に完了日時が表示され「重要なお知らせ(件)/セキュリティ情報(件)/
アドバイザリ(件)」が更新されます。詳細は構成情報画面に表示されますので3.5.2 判定機能(単体) 情報更新欄を
ご確認ください

<注意>
・判定操作は、操作対象とする装置の台数に応じて、操作完了までにかかる処理時間が増加します。
画面更新の際には、ブラウザの更新ボタン(F5)は使用せず「一覧を再読み込み」をクリックしてください。

・判定操作に必要な処理時間の目安は、装置1台当たり数分程度です。
・判定操作待ちの装置は「アドバイザリ判定実行ステータス」が実行待ちになります。
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.6 Systemファームウェア/ドライバパック提供
3.6.1 ファームウェア更新作業/ドライバパック提供のご利用の流れ  
3.6.2 ファームウェアバージョン確定(1台分)
3.6.3 ファームウェアバージョン確定(複数台)
3.6.4 ドライバパック提供



© Hitachi, Ltd. 2025. All rights reserved.

①ご担当者様から受注の連絡を受領します。

②ファームウェア更新作業の実施前に現在
適用されているバージョンを確認するため、
ご担当者様へ構成情報ログファイルのアップ
ロードを依頼します。

③ご担当者様にて構成情報ログファイルの
取得/アップロードを実施します。

④ご担当者様と日立でファームウェア更新
作業日を決定します。

⑤ご担当者様と日立で更新するファームウェア
バージョンを確認します。

⑥当社サービス員がお客様先へお伺いし
ファームウェア更新作業を行います。

⑦ファームウェア更新作業後、お客様にて
ドライバの更新作業を実施してください。
ドライバ更新は日立が提供するドライバ
パックをご利用ください。

②構成情報ログファイル
アップロードの依頼
(作業日4週間前)

③構成情報ログファイルの
取得/アップロード

(作業日4週間前)

⑥お客様先でファームウェア更新実施
(ファームウェア更新実施日)

⑦お客様にてドライバ更新を実施
(実施日1週間以内)

⑤更新ファームウェアバージョンを確認
(作業日2週間前)

①受注連絡受領
(作業日4週間前)

3.6.1 ファームウェア更新作業/ドライバパック提供のご利用の流れ
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ご担当者様 日立

お客様先に当社サービス保守員がお伺いし、対象装置のファームウェア更新作業を実施します。
ファームウェア更新作業の提供時間は、当社の営業日(月曜日から金曜日)の午前９時から午後５時までとします。

※ただし、「国民の祝日に関する法律」に定める休日及び当社が定める年末年始の休日
(12月29日から翌年の1月3日まで)を除きます

◆作業の役割分担と流れ

④作業日の決定
(作業日の3週間前)
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3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.6 Systemファームウェア/ドライバパック提供
3.6.1 ファームウェア更新のご利用の流れ  
3.6.2 ファームウェアバージョン確定(1台分)
3.6.3 ファームウェアバージョン確定(複数台)
3.6.4 ドライバパック提供
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<Webメッセージ>

確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。

3.6.2 ファームウェアバージョン確定(1台分)
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◆1台分のファームウェアバージョンを確定する手順を以下に示します。
構成情報ログファイルのアップロード後に構成情報画面で、「確定」をクリックしファームウェアバージョンを確定します。

<確定>

最新の構成情報ログファイルのアップロード後「確定」をクリックします。

<注意>
・ファームウェアバージョンの確定には数分程度かかります。30分
以上経過している場合は一度タブを閉じて再度「詳細」ボタンを
クリックして、ステータス欄が「ファームウェア更新依頼受付中」に
なっていることを確認してください。なっていない場合は安定稼働
支援センタまでお問い合わせください。

・ファームウェア更新後のドライバパック（お客様作業）適用は
必須です。未適用状態で発生した不具合トラブル等については
当社の責任範囲外となっています。
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3.6.4 ファームウェアバージョン確定
(複数台一覧)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.6 Systemファームウェア/ドライバパック提供
3.6.1 ファームウェア更新のご利用の流れ  
3.6.2 ファームウェアバージョン確定(1台分)
3.6.3 ファームウェアバージョン確定(複数台)
3.6.4 ドライバパック提供
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3.6.3 ファームウェアバージョン確定(複数台)
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◆登録装置一覧画面で、複数台分のファームウェアバージョンを確定する手順を以下に示します。
 構成情報ログファイルのアップロード後に登録装置一覧画面で、対象装置の☐をチェックし、操作ボタンの下に
 表示される「確定」をクリックしファームウェアバージョンを確定します。

【制限事項】対象装置のチェックは、”1台”ずつで実施してください。

クリック

対象装置をチェック

<注意>
・ファームウェア更新サービスを契約していない装置を選択（チェック）した状態で「確定」ボタンをクリックした場合、エラーメッセージが表示され、
確定処理は実行されません。対象装置のみを選択（チェック）した状態で、再度「確定」ボタンをクリックしてください。

・1台のみ選択（チェック）した場合は、選択した装置のみがファームウェアバージョン確定の対象となります。
複数装置を選択（チェック）した場合は、選択したすべての装置がファームウェアバージョン確定の対象となります。

・OS情報が未設定の装置については、「詳細」をクリックし構成情報画面にてOS情報の指定および判定操作を行った後、構成情報画面上で、
ファームウェアバージョンを確定してください。
・ファームウェア更新後のドライバパック（お客様作業）適用は必須です。
 未適用状態で発生した不具合トラブル等については当社の責任範囲外となっています。
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3.6.4 ファームウェアバージョン確定
(複数台一覧)

3. 安定稼働支援サービスWebページ 操作方法

3.6 Systemファームウェア/ドライバパック提供
3.6.1 ファームウェア更新のご利用の流れ  
3.6.2 ファームウェアバージョン確定(1台分)
3.6.3 ファームウェアバージョン確定(複数台)
3.6.4 ドライバパック提供
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ドライバパックは構成情報画面からダウンロードできます。
ドライバパックのファイル名のリンクをクリックしダウンロードしてください。

3.6.4 ドライバパック提供
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<注意>

・当社サービス員がファームウェア更新作業を実施後、
お客様ご自身にてドライバの更新作業の実施を必ずお願いします。

・安定稼働支援サービスWebページからドライバパックをダウンロードし、
ドライバ更新作業の実施をお願いします。なお、ドライバパックは当社
サービス保守員のファームウェア更新作業後から1週間以内の適用を
推奨としています。
(ダウンロードリンクは半年を経過するとダウンロードできなくなります)。
また、一括で適用されないドライバもありますのでドライバパック
Readmeをご参照ください。

・ドライバパックの適用に関しては、 『ハードウェア安定稼働支援サービス 
ドライバパック ユーザーズガイド』(4071-1J-109)をご参照ください。
ユーザーズガイドは、下記のサイトから入手できます。
■HA8000Vシリーズマニュアル

・ドライバパックの適用に関してご質問がある場合は、
ご契約いただいている サポートサービスにてお問い合わせください。

<ドライバパック>

構成情報画面のドライバパック欄からダウンロードしてください。

＜免責事項＞

・ドライバパック未適用の状態で発生した如何なる不具合、トラブル等に
つきましても、当社では責任を負いかねますのでご了承ください。

https://itpfdoc.hitachi.co.jp/Pages/document_list/manuals/ha8000v.html
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装置サポートサービスをご契約いただいているお客様には、弊社ホームページで公開されている“HA8000Vシリーズの重要なお
知らせ”サイトにある”重要なお知らせ/セキュリティ/アドバイザリ”の情報が更新された際、
”日立サポートサービス お客様専用ホームページ”への掲載及び、更新情報のメールを送付します。
※“HA8000Vシリーズの重要なお知らせ”サイトに情報が掲載されてから、お客様の安定稼働支援サービスWebページへ

情報が反映されるまで2～3週間ほどかかります。
ただし、例外もありますので、詳細は” 1.1章 前提条件及び5章 制限事項”をご確認ください。

※ “ 1.1章 前提条件及び5章 制限事項”の確認の際は最新版をダウンロードの上、ご確認ください。
“ 1.1章 前提条件及び5章 制限事項”に情報反映に関する記載がない場合、
“HA8000Vシリーズの重要なお知らせ”サイトの情報を安定稼働支援サービスWebページに反映しております。

※“日立サポートサービス お客様専用ホームページ”をご利用いただくには、以下より「ユーザ情報登録」が必要になります。
< 日立サポートサービス お客様専用ホームページ >

“HA8000Vシリーズの重要なお知らせ”サイトの”重要なお知らせ/セキュリティ情報/
アドバイザリ”情報の更新後、お客様へ更新情報のメールを送付します。

“HA8000Vシリーズの重要なお知らせ”サイトの情報更新後、
2～3週間ほどを目安に安定稼働支援サービスWebページの
“重要なお知らせ/セキュリティ情報/アドバイザリ”を反映します。

https://www.hitachi-support.com/index.html
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項番 内容

1 対象装置のHDD/SSD/NVMeの表示項目について、更新対象となるファームウェアが公開される迄の期間は、
非表示となる場合があります。非表示の場合、更新対象及び適用するアドバイザリは存在しません。

2
対象装置のファームウェア及びドライバ表示について、既知のアドバイザリ等で対象装置からバージョン取得が出来ず、
現在のバージョンを示す項目が「N/A」、または項目が表示されない場合があります。現在バージョンが取得できない場合、
OS上からバージョンを確認していただく、またはOSログの送付等をお願いする場合があります。

3 対象装置の推奨バージョン表示について、推奨バージョンがOS収録ドライバ(Inboxドライバ)である場合、推奨バージョンへアップ
デートするためにはOSパッチ適用、またはカスタムイメージによるアップデートが必要となる場合があります。

4
対象装置のファームウェアもしくはドライバが推奨バージョンより新しいバージョンをご使用の場合、対象装置に該当するすべてのアド
バイザリを表示しています。推奨バージョン以下のファームウェア/ドライバを適用することで、適用バージョンに関連するアドバイザリの
み表示しますため、推奨バージョンのファームウェア/ドライバ適用をご検討願います。

①「HA8000Vシリーズの重要なお知らせ」サイトの掲載内容の制限事項を表10に示します。

表10 掲載内容 制限事項
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項番 装置(*) OS 表示されるドライバ名
（ユニット名）

1 DL20/ML30
Gen10 Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2016 Datacenter
Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Standard
Microsoft(R) Windows Server(R) 2019 Datacenter

versioning dll for intel 
c240 based systems

2
DL360/DL380/
DL580/ML350
Gen10

versioning dll for intel 
c620 based systems

項番 発生条件
1 SPH6.4以前のチップセットドライバから、SPH6.5以降に収録されているチップセットドライバへ更新した場合
2 SPH6.4以前のチップセットドライバから、ドライバパックに収録されているチップセットドライバへ更新した場合

【図１】 ２つのチップセットドライバ情報 表示例

残って表示された
更新前のドライバ情報
更新後のドライバ情報

(*) Gen10 Plus,Gen11は対象外です

②「構成情報」画面の「バージョン情報」－「ドライバ - チップセット」の項において、更新前のドライバ情報が残り、
２つのチップセットドライバ情報が表示されることがあります。 (【図１】参照）
本事象は、「表11 発生条件」 と 「表12 対象装置／対象OS／対象ドライバ」に合致している場合のみ発生します。
本事象が発生した場合は、更新後のドライバ情報において現在バージョンと推奨バージョンが一致していることを
確認してください。 更新後のドライバ情報の現在バージョンと推奨バージョンが一致していれば、
ドライバは正しく更新されており、動作への影響や問題はありません。

表12 対象装置 / 対象OS / 対象ドライバ

表11 発生条件
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10.1.18807.8
279

10.1.18807.8
279

10.1.18793.8
276

10.1.17861.8
101

推奨バージョンが一致同じユニットを指しています。

5. 制限事項（3/3）
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【図２】 構成情報 表示例

【図３】 ドライバパック 表示例

③「構成情報」画面の「バージョン情報」の項で表示されるユニット名と、ドライバパック適用時に表示されるユニット名が
異なる場合があります。（【図２】・【図３】の例を参照）

   なお、ドライバパックは、内部ハードウェア情報を元にアップデート対象を識別しており、ユニット名が異なっても
アップデートが実行されます。
以下、チップセットドライバの、構成情報画面とドライバパック適用時のユニット名が異なるケースの例です。

④本書をWebブラウザで閲覧された際、添付ファイルの展開およびダウンロードが行えない場合があるため、
アプリケーションを使用しての閲覧を推奨します。
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付録1 安定稼働支援サービスWebページで
確認できるファームウェア/ドライバ/ユーティリテ
とOS組合せ一覧表

安定稼働支援サービスWebページで確認できる
ファームウェア/ドライバ/ユーティリティとOS組合せ一覧表

付録1
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［凡例］○：表示、－：非表示

区分 名称
現在ver 最新ver

Windows
(*1)

RHEL
(*1)

VMware
(*1)

Windows
(*1)

RHEL
(*1)

VMware
(*1)

ファームウェア

BIOS 〇 〇 〇 〇 〇 〇

iLO ○ ○ ○ ○ ○ ○

iLO Language Pack ○ ○ ○ ○ ○ ○

Innovation Engine ○ ○ ○ ○ ○ ○
Server Platform Services 
(SPS) ○ ○ ○ ○ ○ ○

Power Management  
Controller Firmware ○ ○ ○ ○ ○ ○

PCIe Device FW ○ ○ ○ ○ ○ ○

日立16Gb FCホストバスアダプター ー ー ー ー ー ー

HDD/SSD FW(*2) ○ ○ ○ ○ ○ ○

NVMe FW ○ ○ ○ ○ ○ ○

PSU FW ○ ○ ○ ○ ○ ○

TPM FW ○ ○ ○ ○ ○ ○

SAS Expander FW ○ ○ ○ ○ ○ ○

(*1) 対象となるOSは、1.1章 前提条件に記載のサポートOSです。
(*2) AHCI構成の場合、安定稼働支援サービスWebページの画面には表示されません。

表13 安定稼働支援サービスWebページで確認できるファームウェアとOS組合せ一覧表
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区分 名称
現在ver 最新ver

Windows
(*1)

RHEL
(*1)

VMware
(*1)

Windows
(*1)

RHEL
(*1)

VMware
(*1)

ドライバ

PCIe Device Driver(*2) ○ (*3) ○ (*3) ○ (*3) ○ (*3) ○ (*3) ○ (*3)

日立16Gb FCホストバスアダプター ー ー ー ー ー ー

HDD/SSD Driver ー ー ー ー ー ー

TPM Driver ー ー ー ー ー ー

Chipset Driver ○ (*3) ー ー ○ (*3) ー ー
Non-Volatile Memory   
Drivers ○ (*3) ー ー ○ (*3) ー ー

iLO Automatic Server 
Recovery Driver ○ (*3) ー ー ○ (*3) ー ー

iLO Channel Interface 
Driver ○ (*3) ー ー ○ (*3) ー ー

Video Driver ○ (*3) ー ー ○ (*3) ー ー

Intelligent Provisioning ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーティリティ Agentless Management 
Service ○ ○ ○ ○ ○ ○

(*1) 対象となるOSは、1.1章 前提条件に記載のサポートOSです。
(*2) GPUのドライババージョンは安定稼働支援サービスWebページの画面には表示されません。
(*3) 表示にはAgentless Management Serviceのインストールが必須です。

［凡例］○：表示、－：非表示
表14 安定稼働支援サービスWebページで確認できるドライバ/ユーティリティとOS組合せ一覧表
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付録2 構成情報参照(複数)画
面の表示内容について

登録装置一覧画面の表示内容について

付録2 
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112

登録装置一覧画面の表示内容について以下に示します。

◆縦軸について
装置毎の情報を1行で表しています。
表示順としては、システム名/日立形名/製造番号(S/N)順に昇順に表示します。

<縦軸>
各行：装置毎の情報となります。
表示順：以下の内容で昇順に表示します。
第一ソートキー：システム名
第二ソートキー：日立形名
第三ソートキー：製造番号(S/N)

◆横軸について
構成情報を列で表示します。

＜登録装置一覧画面と同一の内容＞
日立形名、製造番号(S/N)、ログ登録日時、
ログ取得日時、OS、ステータス
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登録装置一覧画面の各項目名とその内容を一覧形式で以下に示します。

# 項目名 内容

1 システム名 システム名称

2 製品種別 製品種別

3 日立形名 セット形名

4 製造番号(S/N) 装置製番

5 ログ登録日時 hwiファイルをアップロードした日時

6 ログ取得日時 Hwiファイルを取得した日時

7 OS OSバージョン

8 ステータス 安定稼働支援サービスのステータス情報

9 ファームウェア更新区分 ファームウェアの区分情報

10 アドバイザリ判定日時 アドバイザリ判定の完了日時

11 アドバイザリ判定実行指示日時 アドバイザリ判定の実行指示日時

12 アドバイザリ判定実行ステータス アドバイザリ判定の実行ステータス

13 重要なお知らせ(件) 重要なお知らせの件数

14 セキュリティ情報(件) セキュリティ情報の件数

15 アドバイザリ(件) アドバイザリ情報の件数

16 備考 備考

表15 表示内容表
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Systemファームウェア更新作業/ドライバパック提供の
対象ファームウェア/ドライバ一覧表

付録3
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Systemファームウェア更新作業の対象のSystemファームウェアを表16に示します。
ファームウェアの更新作業は、弊社サービス保守員が、お伺いし、代行実施します。

［凡例］◎：対象、 ○：搭載時のみ対象、 ×：対象外

# ファームウェア名称
ハードウェア安定稼働支援(オプション)サービス

[System ファームウェア更新作業/ドライバパック提供(システム装置)]
(SH-E9H0-8N0AKS07)

1 System ROM ◎
2 iLO ◎
3 iLO Language Pack JP ◎
4 Innovation Engine ◎
5 Server Platform Services (SPS) ◎
6 Power Management Controller Firmware ◎
7 UBM Backplane PIC ○

8 NVMe Backplane PIC ○

9 Persistent Memory ○

10 TPM 2.0 ○

11 PSU ○

12 SAS Expander FW ×

13 SSD(SAS/SATA RAID/SATA AHCI/Tri-mode) ×

14 HDD(SAS/SATA RAID/SATA AHCI/Tri-mode) ×

表16 Systemファームウェア更新作業の対象ファームウェア一覧表(1/2)
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# ファームウェア名称
ハードウェア安定稼働支援(オプション)サービス

[System ファームウェア更新作業/ドライバパック提供(システム装置)]
(SH-E9H0-8N0AKS07)

15 NVMe FW ×

16 NVMe FW(Tri-mode) ×

17 Smart Array ×

18 MegaRAID ×

19 NVMe Boot Device(NS204i) ×

20 NIC ×

21 InfiniBand ×

22 FCHBA(QLogic/Emulex) ×

23 GPU ×

表16 Systemファームウェア更新作業の対象ファームウェア一覧表(2/2)
［凡例］◎：対象、 ○：搭載時のみ対象、 ×：対象外
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ドライバパック提供の対象のSystemドライバを表17に示します。
ドライバの更新作業は、提供するドライバパックを使用し、お客様自身にて実施ください。

# ドライバ名称
ハードウェア安定稼働支援(オプション)サービス

[System ファームウェア更新作業/ドライバパック提供(システム装置)]
(SH-E9H0-8N0AKS07)

1 AMS ◎
2 Chipset Driver ○

3 Video Controller ○

4 iLO Driver ○

5 PMEM ○

6 オンボードLOM (331i,369i,332i,361i,BCM5712) ×

7 Smart Array ×

8 MegaRAID ×

9 NVMe Boot Device(NS204i) ×

10 NIC ×

11 InfiniBand ×

12 FCHBA (QLogic/Emulex) ×

表17 ドライバパック提供の対象ドライバ一覧表
［凡例］◎：対象、 ○：搭載時のみ対象、 ×：対象外
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SSCを使用した構成情報ログ取得について

付録4
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管理対象サーバ
管理対象サーバ

お客様のHA8000V装置

管理対象サーバ

iLO

任意のサーバ

管理サーバ

仮想化ソフトウェア

SSC
(仮想アプライアンス)

お客様 安定稼働支援サービス
Webページ

③ログを自動一括採取

②構築＆ログ採取有効化
④ログ取得

⑤ログアップロード＆構成情報参照

①SSC(ツール本体・マニュアル) ダウンロード

付録4 SSCを使用した構成情報ログ取得について(1/2)

119

構成情報ログは、SSC(Simple Server Console)を使用して一括採取することが可能です。

Simple Server Consoleとは…
システム基盤の論理構成および物理構成の情報を可視化し、運用時の定型操作を自動化するツールです。
ハードウェア安定稼働支援サービスでは、SSCを使用した構成情報ログの一括採取が可能です。

Simple Server Consoleを使うには…
ご使用の際には、まずSSCの構築が必要になります。

(1)SSCの使用をご希望の場合は、［ドライバ・ファームウェア・ユーティリティ］(下記URL)の「HA8000Vダウンロード
サイト」より、ツール本体およびマニュアルが入手可能です。ダウンロードサイトへのアクセス方法は付録6をご参照ください。

(2)入手したマニュアルに従い環境構築/ログ採取設定後、採取されるzipファイル※をダウンロードします。
※デフォルトでは、LOG_<日時>.zipというファイル名です。

(3)ダウンロードしたzipファイルを、そのまま安定稼働サービス上へアップロードしてください。
※アップロード方法については、3.1.3章をご参照ください。

SSCご使用イメージ

ダウンロードサイト
Webページ
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付録4 SSCを使用した構成情報ログ取得について(2/2)

120

お客様の
HA8000V装置

お客様 安定稼働支援サービス
Webページ

安定稼働支援
センタ

ログを自動採取

取得した構成情報ログファイルの
アップロード

構成情報を
参照する

ファームウェア・ドライバを
更新するか※1 3.6章をご参照ください

ファームウェアの更新を依頼はい

いいえ

構成情報ログ
ファイルを取得

情報を確認

確認した情報を整理する
→3.4章をご参照ください

2章をご参照ください

※

SSC

ログイン

SSC構築＆
ログ自動採取を

有効化

構成情報の参照を定期的に実施し、
ファームウェアやドライバの更新情報を確認します
（※の位置からの手順になります）

：

※1:ファームウェア・ドライバの更新は、形名「SH-E9H0-8N0AKS07」
の契約が必要になります。詳細はサービス体系をご参照ください。

ダウンロード
SSC
(ツール・マニュアル)

ダウンロードサイト
Webページ

構成情報ログファイルをアップロードする場合
→3.1.3章をご参照ください

構成情報を一覧で参照する場合
→3.2.1章をご参照ください
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付録5構成情報参照(装置
単体)画面の表示内容につ
いて

構成情報画面の表示内容について

付録5
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付録5 構成情報画面の表示内容について
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「確定」と「判定」の押下状態により表示される推奨バージョンに差異があります。

<推奨バージョン情報>

「確定」クリック前：構成情報ページにアクセスした時点の最新推奨バージョンが表示されます。

「確定」クリック後：「確定」をクリックした時点の最新推奨バージョンが表示されます。
※次回以降のアクセス時も、この時点の推奨バージョンが表示されます。

「判定」クリック後：「判定」をクリックした時点の最新推奨バージョンが表示されます。

※確定ボタンは、SH-E9H0-8N0AKS07のご契約後に選択可能となります。
詳細は3.6.2 ファームウェアバージョン確定をご参照ください。

※判定ボタンはの詳細については、3.5.1 判定機能をご参照ください。

「判定」をクリックすると
推奨バージョンが
最新の情報に更新されます。

<アドバイザリ情報>

アドバイザリに表示される情報は、「確定」「判定」の操作状況に関わらず常に最新の状態です。
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付録6HA6000Vダウン
ロードサイト アクセス方法に
ついて

HA8000Vダウンロードサイト アクセス方法について

付録6
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付録6 ダウンロードサイト アクセス方法(1/3)
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本サービスで使用する各種ツール及びマニュアルは、「日立アドバンストサーバ HA8000Vシリーズ ダウンロードサイト」から
入手可能です。ダウンロードサイトからの各種ツール・マニュアルのダウンロード方法は以下手順をご確認ください。

①日立アドバンスドサーバHA8000Vシリーズの「ダウンロード」にアクセスし、
「HA8000Vダウンロードサイト(新規ウィンドウを表示)」をクリックします。
< URL: https://www.hitachi.co.jp/products/it/ha8000v/download/index.html>

①クリック

https://www.hitachi.co.jp/products/it/ha8000v/download/index.html
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付録6 ダウンロードサイト アクセス方法(2/3)
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②ダウンロードサイト(ドライバ／ファームウェア／ユーティリティ)が表示されますので「次へ」をクリックします。

③「機種」「OS」「SPH/SPRバージョン」の入力画面が表示されますので、対象装置の情報を選択し「検索」をクリックします。
※対象SPHバージョンは分からない場合は、指定なしで検索しても問題ありません

②クリック

③装置情報選択
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付録6 ダウンロードサイト アクセス方法(3/3)
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④検索条件に合致した情報が表示されますので、必要なツールをダウンロードします。

検索条件に合致した情報を表示しますので、表示された
項目の中から必要な情報をダウンロードしてください。
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